
東日本巨大地震 関連情報（第４報）  

平成 23 年 3 月 18 日 

全国老人クラブ連合会 

 

●東日本巨大地震に関する、老人クラブ関連の情報をお伝えします 

 

１．仙台市老連からの情報  

○ 連絡のとれていなかった橋本典子 市老連会長は、一昨日無事が確認されました。

自宅が当面住めないため、近くに住まいを確保されています。 

○ 市老連の理事は、海沿いの宮城野区荒浜在住の１名に連絡がとれませんが、他の

方々は無事です。なお理事の宮城野区 田辺副会長は津波に遭い、自宅屋上からヘリコ

プターで救出されて、現在は避難所にいます。 

○ 市老連事務所はパソコンに不具合が生じ、連絡は電話、ＦＡＸでお願いします。 

 

２．岩手県老連からの情報  

   被災した 13 市町村老連の会長、事務局の安否確認を進めています。釜石市、野田

村の２老連とはまだ連絡がとれません。また５老連（陸前高田市、釜石市、大槌町、

宮古市、野田村）は事務所が全壊している状況です。（３月 18 日午前現在） 

 

３．茨城県老連からの情報 

   現在、役員安否確認中です。海沿いの３～４市町村老連へは連絡がつきません。 

 

４．千葉県老連からの情報 

   全市町村老連事務局へ確認の電話をいれました。 

    

 

●被災地に“元気袋”を届けよう！ 

                     

  全老連では復興への道が長いこと

をふまえ、阪神・淡路大震災の経験を

もとに、別紙のような運動を呼びかけ

ます。 

  各都道府県・指定都市老連におい

て、ご検討をよろしくお願いしま

す。 

 

 

  (写真は、兵庫県老連準備中のもの) 



 

 

●避難先は 27 都府県に広がっています。各地で支援策を検討しましょう。 

  別添新聞記事のように、地震および地震による福島原発の事故により、多くの方々

が県外へ避難されています。それぞれの地域で支援策を検討しましょう。 

  参考となる阪神・淡路大震災のときの全老連がまとめた冊子の表紙を添付します。 

 なおこの冊子の内容については、この情報において随時紹介していきます。 

 

             

               （Ａ４判、オレンジ色） 

 

 

   

●全老連への報告をお願いします。 

  上記の元気袋づくりや避難先での支援活動など、都道府県・指定都市老連および

市区町村老連における検討、実践の情報につきましては、ぜひ全老連にお知らせくだ

さい。 

  

  

     

 


